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Abstract

By using the results of the simulations of tides and tsunamis in the Seto Inland Sea, we estimate the 

maximum current speeds induced by both tides and tsunamis around about 250 caldrons, of which 

formation processes were considered by Yashima （1994）. Estimating a correlation between maximum 

current speeds and the depths of the caldrons, we examine the contributions of the currents induced by 

tides and tsunamis to the formations of caldrons in the Seto Inland Sea.

The following results are obtained.

1） Concerning the caldrons laying in the center of the straits, a comparatively high correlation is found 

between maximum tidal currents and the depths of caldrons. This supports Yashima （1994）, which 

concluded most of caldrons in the Seto Inland Sea were created by tidal erosion.

2） We find that the secondary undulations are generated by the resonance of tsunamis in some areas in 

the Seto Inland Sea, and strong currents occurred around the nodes of the undulations, which are usually 

formed at the mouths of small bays. It is high likely that the caldrons at these points were created by the 

strong currents of tsunamis.

3） The currents induced by both tides and tsunamis are weak around the caldrons located off the capes.

1　はじめに
瀬戸内海には海釡と称される楕円形，円形，三
日月形等の形状の海底の窪地が数多く存在してい
る．この数多くの海釡に関して，八島（1994）は
主として海上保安庁による「沿岸の海の基本図」，
音波探査記録，底質，潮汐・潮流データ等の膨大
な資料を用い，その形態や分布の特色を明らかに
して分類を行い，海釡の成因や形成時期等につい

て考察した．
それによると，潮流の流速と海底の侵食状況の
間には比較的明瞭な対応関係が見られることか
ら，現在も浸食作用にさらされているとし，潮流
の流速が 2～ 3 knotを超えると完新統より下位
の地層が侵食されて海釡が形成されるとした上
で，ほとんどの海釡，とくに灘と灘を結ぶ海峡に
位置する規模の大きい海釡では水深が堆積層基底
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の深度をはるかに下回っており，潮流により深く
侵食されて形成されたものであるとした．
また，海釡の形成過程の考察を行うにあたり，
海釡の分類を行っている（Fig. 1）．海釡を海峡最
狭部付近に位置する海峡中央型と岬や島の周辺に
位置する岬型の 2つに大別し，さらに，それぞれ
を 2つずつに分類した．海峡中央型については，
明石海峡等の 1個の深みが海峡に沿って横たわる
海峡単成型と鳴門海峡等の海峡最狭部をはさんで
両側に深みがそれぞれ存在する海峡双子型の 2つ
に，岬型については，海峡周辺の岬や島の先端部
に見られる海峡岬型と灘の島の周辺に見られる灘
岬型の 2つに分類した．
潮流による侵食が海釡形成の主たる原因である
と結論するものの，残念なことに論文に示された
およそ 250 の海釡のうち，八島が潮流の流速値を
提示しているものは半分に満たない．残りの半分
以上の海釡については，その付近の潮流の流速値
が示されていない．
岡山県南東部の瀬戸内市と備前市に囲まれた虫
明湾という小さな湾がある（Fig. 2）．その東の入
口となる備前市鴻島と瀬戸内市長島との間の狭い
瀬戸には海釡が存在している．現在この海域には

多数の牡蠣養殖のいかだが密集して設置されてお
り，潮流が弱いことがわかる．1959 年から 2018
年 7 月までの海上保安庁が刊行する海図には
1957 年の潮流観測に基づいた潮流矢符が記載さ
れており，最大流速は 3/4 knotとなっていた．
当時の潮流観測では小野式流速計が使用されてい
たが，紙に記録されたデータを読み取るときに，
大きめに読み取る傾向があった．これを考慮する
と潮流の最大流速は 0.5 knotに満たないことも考
えられる．
1854 年に発生した安政南海地震の虫明村記録
として，「一昼夜間に潮水の進退はおよそ 2，30
回にも及び，満潮のとき一時平水よりおよそ 7尺
余も増し，これがために瀬溝海峡（長島と本土の
間）のごときは，およそ 3尺余の土砂で塞がれ，
扇浜（虫明地区）は泥土で 2尺余埋まってしまっ
た．」との記録が残されている（岡山県備前県民
局，2007）．つまり，1 時間程度の周期の振動が
24 時間以上継続したということである．
後述するように，海上保安庁では将来発生が懸
念されている南海トラフ地震について，内閣府が
公表している津波断層モデルに基づき津波シミュ
レーションを実施し，津波防災情報図の作成を
行っている．虫明湾付近では津波防災情報図作成
用の50 mメッシュでの計算は行われていないが，
次に大きなメッシュの 150 mメッシュでの計算
結果では鴻島－長島間の最大流速は 8.1 knotと
なっており，潮流よりも 1桁大きな流速であるこ
とがわかった．
古文書に記録されている瀬溝海峡等を埋めた土
砂は津波によって鴻島－長島間が洗掘が起こり，
そこから運ばれた可能性が高いと考えられる．
津波による洗掘は 2011 年の東北地方太平洋沖
地震の後の水路測量において多数報告されてい
る．例えば，八戸港においては「震災前と比較す
ると，岸壁前面域で約 1 m浅くなっている箇所
もある一方で，防波堤や岸壁間の狭くなっている
部分では，数m～ 15 m深くなっている場所が存
在する」と報告されている（災害対応水路測量
班，2012）．

Fig. 1． Classification of caldrons in the Seto Inland Sea. 
Double circles denote the locations of caldrons.

図 1． 瀬戸内海の海釡の分類．海釡の位置を二重丸で
示す．
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以上のように，瀬戸内海の海釡が津波によって
形成されている可能性があるので，本論文では既
存の潮汐シミュレーションと津波シミュレーショ
ンの成果を利用して，海釡形成への潮流と津波の
寄与について検討することとした．
具体的には，八島（1994）が提示した瀬戸内海
に散在する多数の海釡について，潮汐シミュレー
ションの成果を利用して付近の潮流の最大流速を
求めるとともに，南海トラフ地震の想定津波断層
モデルに基づく津波シミュレーションにより得ら
れる海釡付近の津波の最大流速を求めた．そし
て，これらと海釡の深さとの比較により，潮流と
津波による流れの瀬戸内海の海釡形成への寄与に
ついて考察するものである．

2　最大流速算出方法
潮流と津波の最大流速算出に利用したそれぞれ
のシミュレーションの概要と最大流速算出方法を
以下に述べる．いずれのシミュレーションも水平
2次元での計算なので，得られる水平方向の流れ
は鉛直平均の流向流速であり，海底直上の流向流
速を表すものではない．しかし，海底直上の流れ
に関する資料は乏しく，八島（1994）をはじめと
する従来の海釡形成にかかわる議論で扱われてい
る潮流は主として表層のものであることから，本
論文においても最大流速は鉛直平均の流速から算
出することとした．

2.1　潮汐シミュレーション
海釡付近の潮流の最大流速算出に利用したシ

Fig. 2．Location of the caldron between Ko Shima Is. and Naga Shima Is.
図 2．鴻島～長島の海釡の位置．
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ミュレーションは，日本水路協会が 2000 年度か
ら 3年間で実施したものである（日本水路協会，
2003）．紀伊水道，豊後水道，響灘の 3ヵ所に開
境界を設け，その開境界において，潮汐の Q1，
O1，P1，K1，N2，M2，S2，K2，M4，MS4 の
10 分潮の調和定数から水位の時間変動を与え，
瀬戸内海の潮汐潮流の計算を行っている．
メッシュの大きさは，鳴門海峡や来島海峡付近
の海峡部では緯度経度で 10 秒（およそ 300 m），
それ以外の灘では緯度経度で 30 秒（およそ 900 
m）と大きなメッシュとなっている．シミュレー
ションは 33 日分実施され，それぞれのメッシュ
の 32 昼夜 768 個の水位と流れの毎時値を調和分
解して潮汐潮流の 29 分潮の調和定数が得られて
いる．
その 29 分潮の潮流の調和定数を用い，海釡が
位置するメッシュまたは隣接するメッシュにおい
て 2018 年 1 年間の潮流の推算を行い，10 分間隔
の 52,560 個の流速値のうち最大のものを潮流の
最大流速とした．上げ下げの区別は行わず，流速
が最大のものをその地点の潮流の最大流速とし
た．

2.2　津波シミュレーション
海上保安庁では将来発生が懸念される巨大地震
の津波断層モデルにより津波シミュレーションを
行い，海域における津波の挙動を示した津波防災
情報図を整備している．瀬戸内海の各港湾の津波
防災情報図は，2012 年に内閣府が公表した南海
トラフ地震の 11 の津波断層モデルのうち，その
地域の浸水面積が最大となるモデルによる津波シ
ミュレーションに基づき作成されている．
メッシュの大きさは震源域等の外洋域の 4050 

mのメッシュから 5 段階で 1/3 ずつに徐々に小
さくなっていき，津波防災情報図の対象海域は
50 mメッシュで，瀬戸内海のそれ以外の海域は
150 mメッシュで計算されている．計算方法や地
形データの作成の詳細については，細萱・他
（2005）に記載の通り．
それぞれのシミュレーションは地震発生から

12 時間後までの計算となっており，海釡を中心
として 700 m以内の海域における 12 時間の毎秒
の計算値の中で最大の流速を津波の最大流速とし
た．但し，水深が 1 m未満の場合の流速値は除
外している．潮汐シミュレーションよりも細かな
メッシュであり，海釡の位置で最も強い流れが発
生するわけではないので，700 mの範囲を設定し
て最大流速を算出した．

3　海釜の深さと津波・潮流の最大流速との関係
潮流及び津波の最大流速について調べた全ての
海釡の位置を Fig. 3 に示した．八島（1994）が提
示した海釡のうち，豊後水道と関門海峡に位置す
る海釡については，潮汐シミュレーションの分解
能が十分ではないため最大流速は調べていない．
以上の全ての海釡について，その位置と潮流及
び津波の最大流速，「海釡の水深」，「海釡の深さ」，
海釡の型を Table 1 として本論文の最後に添付し
た．「海釡の水深」は，現在の海水準から海釡最
深部までの深さであり，「海釡の深さ」は，海釡
の縁から海釡最深部までの深さである．これらは
八島（1994）が定義したものであり，海底での潮
流による侵食との関係が見られるのは「海釡の深
さ」であると考えられる．なお，Table 1 におい
て，海釡の名称，水深，深さ並びに海釡の型は八
島（1994）に依る．
津波の最大流速のほうが潮流の最大流速よりも
大きい傾向にあるが，冒頭に示した鴻島～長島間
の海釡のように，津波の最大流速が潮流の 10 倍
を超えるような海釡の数は少ない．全ての海釡付
近の潮流と津波の最大流速の平均は，それぞれ
1.5 knotと 2.3 knotであり，平均的には海釡付近
の津波の最大流速は潮流の最大流速の 1.5 倍に過
ぎない．
対象とする全ての海釡について，海釡の深さと
潮流・津波の最大流速との相関関係をそれぞれ
Fig. 4 に示した．なお，海峡双子型のように複数
の海釡が存在する場合は，それらの中で一番深い
ものを海釡の深さとした．潮流の最大流速と海釡
の深さとの回帰直線を求めるとその決定係数は
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0.39 となっており，潮流の最大流速が強くなれば
海釡の深さが深くなるという一定の相関関係があ
ると認められるが，津波の最大流速と海釡の深さ
との間には相関関係が見られない．
海釡の型について，潮流の最大流速と海釡の深
さとの関係を調べると，相関の高いほうから順
に，海峡双子型，海峡単成型，海峡岬型，灘岬型
となる．海峡双子型と灘岬型の 2 つの型につい
て，海釡の深さと潮流の最大流速との関係を Fig. 

5 に示した．海峡双子型については潮流の最大流
速と海釡の深さとの回帰直線を求めると，その決
定係数は 0.43 となる．一方，灘岬型では海釡の
深さと潮流の最大流速との間に相関はなく，さら
に潮流の最大流速も全てがおよそ 1.5 knot以下
で，うち 8割の海釡における潮流の最大流速は 1 
knot以下となっており，潮汐シミュレーション
で得られた潮流の最大流速はいずれも弱いもので
あった．
海釡の深さと津波の最大流速については，いず

れの海釡の型についても相関は低い．また，灘岬
型の海釡における津波の最大流速は 9割近くが 2 
knot未満となっており，灘岬型海釡の場合には
津波による強い流れもないと言える．
海峡中央に比較すると，岬の先端部付近では，
潮流の上げ下げの流向に非対称性が見られる．上
げ下げの方向が同じ場合は，一方の流れで運ばれ
た堆積物が，流向が変わると戻ってくる場合が多
いと考えられるが，流向が非対称な場合には，埋
め戻しがないので弱い流れで海釡が形成される可
能性もある．ただ，今回使用した潮汐シミュレー
ションについてはメッシュサイズが粗いという問
題がある．岬型の海釡の形成を論じるには，より
細かなメッシュでの潮汐シミュレーションを行っ
て潮流の細かな状況を把握することが必要かも知
れない．

4　海釜形成への津波の寄与
前節では，潮流及び津波の最大流速と海釡の深

Fig. 3． Locations of caldrons in the Seto Inland Sea. Blue dots denote caldrons over which maximum tidal currents 
are less than 1 knot and maximum currents induced by tsunamis are 4 knot or more. The black dot denotes 
the caldron at Tsukumo Seto.

図 3． 瀬戸内海の海釡の位置．青丸は付近の最大潮流が 1 knot未満かつ津波による最大流速が 4 knot以上の海釡
を示す．黒丸は津久茂瀬戸の海釡を示す．
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さとの全般的な関係を見た．その結果，潮流の最
大流速と海釡の深さとの間には相関関係が見ら
れ，潮流による侵食によって多くの海釡が形成さ
れたとする八島（1994）を支持する結果が得られ

た．一方，全般的に見ると津波の最大流速と海釡
の深さとの間に相関関係は無く，海釡の形成に津
波の寄与はほとんど無いと言える．
しかし，冒頭で示した鴻島～長島の瀬戸にある

Fig. 4． （a） Correlation between maximum current 
speeds induced by tides and vertical distance 
from the edges to the deepest points of caldrons. 
R2: coefficient of determination.

　　　   （b） Correlation between maximum current 
speeds induced by tsunamis and ver tical 
distance from the edges to the deepest points of 
caldrons.

図 4． （a）潮流の最大流速と海釡の深さとの関係．
R2：決定係数．

　　  （b）津波の最大流速と海釡の深さとの関係．

Fig. 5． （a） Correlation between maximum current 
speeds induced by tides and vertical distance 
from the edges to the deepest points of strait 
twin type caldrons. R2: coefficient of determination.

　　　   （b） The same correlation as （a） for the Nada 
Cape-type caldrons.

図 5． （a）海峡双子型海釡の深さと潮流の最大流速と
の相関関係．R2：決定係数．

　　   （b）灘岬型海釡の深さと潮流の最大流速との相
関関係．
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海釡のように付近の潮流が極めて弱い一方で，津
波の最大流速が大きい地点であれば，津波が海釡
の形成に大きく寄与している可能性がある．そこ
で，潮流が弱くて津波による流れが強い地点とし
て，潮流の最大流速が 1 knot未満で津波の最大
流速が 4 knot以上という基準で選択を行った．
その基準に合致する海釡は鴻島～長島を含め 6つ

ある．それらの海釡の一覧を Table 2 に示した．
鳴門海峡撫養ノ瀬戸の海釡も条件に合致するが，
瀬戸の幅は狭く，潮汐シミュレーションのメッ
シュの大きさでは潮流の十分な再現はできないこ
とから除外した．6つの海釡の位置は Fig. 3 に青
丸で示している．
6つの海釡のうち，鹿老渡小瀬戸の海釡を除く
5つの海釡は海峡単成型の海釡である．さらにこ
れら 5つの海釡には海釡の型以外にも大きな共通
点がある．それは，いずれの海釡も湾あるいは湾
状の地形の入口に位置しているということであ
る．鴻島～長島の海釡は虫明湾，沼隈～向島は松
永湾，粭島～馬島は徳山湾のそれぞれ入口に位置
し，阿伏兎瀬戸と佐合ノ瀬戸については，海図に
湾の名称はないが，それぞれ本州と出島に囲まれ
る海域と本州と長島や佐合島に囲まれる海域の入
口に位置している．
これら 5つの海釡のうち，Fig. 6 に鴻島～長島

Table 2． Caldrons over which maximum tidal currents 
are less than 1 knot and maximum currents 
induced by tsunamis are 4 knot or more.

表 2． 付近の最大潮流が 1 knot未満かつ津波による最
大流速が 4 knot以上の海釡．

Fig. 6． Time variations of sea level and current induced by tsunamis around the caldron between Ko Shima Is. and 
Naga Shima Is.

図 6．鴻島～長島の海釡付近の津波による水位と流れの時間変化．
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の海釡付近の津波シミュレーションによる水位と
流れの時間変化を示した．それぞれのグラフの時
間は地震発生からの時間を分で表している．

Fig. 6 には，海釡がある鴻島～長島の瀬戸と，
その両側及び虫明湾奥の 4地点における水位と流
れの時間変動を示している．瀬戸における潮流の
最大流速は 0.3 knotであるが，津波の最大流速は
8.1 knotとなっている．安政南海地震の記録と同
じ 1時間程度の周期の変動が水位にも流れにも現
れており，水位変動は海釡の両側（虫明湾の内と
外）で逆位相になって，海釡の付近がその振動の
節となり，強い流れが生じている．瀬戸の北の備
前市日生町にある岡山県が管理する日生観測所で
は，2010 年 2 月のチリ中部沿岸地震と 2011 年 3
月の東北地方太平洋沖地震の時に津波が伝播し，
同じく 1時間程度の周期の水位変動が記録されて
いる（門田ほか，2013）．東北地方太平洋地震の
時には，その水位変動の振幅は小さいものの 24
時間以上継続している．岡山県の邑久漁業協同組
合の話では，当時，牡蠣いかだの移動等が見られ
たとのことであった．
鴻島～長島の海釡周辺海域では，津波の襲来で
共振が起こり 1時間程度の副振動が励起され，鴻
島と長島の間はその副振動の節となり，極めて強
い流れが発生すると考えられる．そして，これま
でに幾度となくその強い流れにより洗掘されてき
た可能性がある．
他の 4つの海峡単成型の海釡付近でも，津波シ
ミュレーションには水位に 1時間程度の周期の変
動が顕著に見られ，海釡が位置する湾口等におい
て 1 時間程度の周期の強い流れの変動が見られ
る．このことから，津波の襲来によりこれら海釡
付近では共振により 1時間程度の副振動が励起さ
れ，その振動の節となる湾口等の場所において強
い流れが発生すると考えられる．
津波の最大流速が 4 knotに達しないものの副

振動が顕著に現れる海域は他にもある．そのひと
つである広島県江田島湾の湾口の津久茂瀬戸付近
の津波シミュレーションの結果を Fig. 7 に示し
た．津久茂瀬戸の位置は Fig. 3 に黒丸で示してい

る．この瀬戸の潮流の最大流速は 0.5 knotである
が，津波の最大流速は 3.1 knotである．ここでも
1時間程度の周期の変動が見られ，その周期の水
位変動の振幅は江田島湾の外で小さく，湾内で大
きくなっている．その周期の強い流れが見られる
のは江田島湾の内と外をつなぐ津久茂瀬戸に限ら
れている．つまり，津波の襲来により江田島湾の
持つ固有周期の振動が励起され，その振動の節と
なる湾の入口に強い流れが発生すると考えられ
る．そして，津波による強い流れにより瀬戸の海
底が掘り起こされた可能性がある．
以上のように，津波シミュレーションの結果か
ら，瀬戸内海のいくつかの湾あるいは湾状の地形
において，津波襲来時の共振により局所的に水位
変動が大きくなり，その振動の節となる湾口等の
地点において強い流れが発生することが示され
た．そして，その場所に残る海釡は津波による洗
掘の痕跡である可能性が高い．

5　まとめ
八島（1994）は瀬戸内海の各地に散在する海釡
の多くが潮流の侵食により形成されたことを示し
た．しかし，提示された海釡のおよそ半数につい
て付近の潮流の流速について調べられていなかっ
た．一方で海釡が津波により形成された可能性が
高い事例が見つかった．
そこで，既存の潮汐シミュレーションと津波シ
ミュレーションの成果を利用して瀬戸内海の海釡
の深さと潮流及び津波の最大流速とを比較するこ
とにより，海釡形成への潮流と津波の寄与につい
て検討を行うこととした．
潮流及び津波の最大流速と海釡の深さとの全般
的な関係を調べたところ，潮流の最大流速と海釡
の深さについては相関関係が見られ，潮流による
侵食が海釡の形成に大きく関係していることが示
されたのに対し，津波の最大流速と海釡の深さに
は相関関係はなかった．
潮流の最大流速と海釡の深さとの相関関係も海
峡中央型では比較的大きいが，岬型の海釡では小
さく，灘岬型の海釡では相関関係はほぼなかっ
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た．さらに，全ての灘岬型海釡では潮流の最大流
速の値そのものが小さかった．潮汐シミュレー
ションのメッシュが大きいために強い流れを再現
することができなかったのか，あるいは，非対称
な潮流であれば弱くとも海底が侵食されるのか等
については今後検討が必要である．
津波の最大流速と海釡の深さとの間には全般的
な相関関係は見られないので，海釡形成への津波
の寄与の度合いは小さいと考えられる．しかし，
局所的ではあるが，潮流が小さいところで津波に
よる強い流れが発生する場所がある．それらの多
くは，小規模な湾あるいは湾状の地形の入口に位
置する海釡であり，津波の襲来でその海域の固有
振動が励起されることにより，湾の入り口等がそ
の振動の節となり強い流れが発生し，海釡の形成
に寄与した可能性があることを示した．
今回は八島（1994）が提示した現存する海釡に

ついてのみ調べたものである．提示された海釡
は，その当時までの測量成果により見出されたも
のであり，海峡双子型以外の単独で存在する海釡
は，長径が 1 km以上のもののみが選ばれている．
今後，瀬戸内海でマルチビームによる測量海域が
広がり，小規模な海釡が数多く見出された場合，
その成因を検討するには，より細かなメッシュで
のシミュレーションが必要であろう．

6　おわりに
少数ではあるが，津波によって形成された可能
性の高い瀬戸内海の海釡を見出した．それらの海
釡付近では，共振により固有振動が励起されて，
強い流れが発生すると考えられる．その可能性の
高い虫明湾は多数の養殖いかだが密集している海
域であり，南海トラフ地震による津波が襲来すれ
ば相当の被害が発生し，流出したいかだは船舶の

Fig. 7．Time variations of sea level and current induced by tsunamis around the caldron at Tsukumo Seto.
図 7．津久茂瀬戸の海釡付近の津波による水位と流れの時間変化．
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航行にも大きな支障となると考えられる．ちなみ
に，牡蠣養殖のいかだが広く設置されるように
なった 1960 年代以降に南海トラフ地震は起こっ
ていない．
瀬戸内海の過去の津波の記録では，水位変動は
24 時間以上継続していることが示されているが，
海上保安庁の津波防災情報図作成のために実施さ
れている津波シミュレーションは地震発生後わず
か 12 時間しか計算されていない．
瀬戸内海に南海トラフ地震による津波が襲来し
た場合，それによる水位や流れの変動の継続時間
はかなり長いと考えられ，その減衰過程に関する
情報は津波に備えるための極めて重要な情報であ
る．今後，瀬戸内海においては津波シミュレー
ションを津波到達後 2日以上実施し，それに基づ
く情報提供を行うようにしていきたい．
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要　　旨
八島（1994）がその成因について検討を行った
瀬戸内海のおよそ 250 の海釡について，既存の潮
汐及び津波シミュレーションの成果を用いて，海
釡付近のそれぞれの最大流速を見積もった．それ
ら最大流速と海釡の深さとの相関関係を評価し，
潮汐と津波による流れが海釡の形成に寄与してい
るかについて検討を行った．
その結果，以下のことが明らかになった．
1）海峡の中央部に位置する海釡については，付
近の潮流の最大流速と海釡の深さには相関関係が
見られた．これは瀬戸内海の海釡は主として潮流
の侵食により形成されたとする八島（1994）の論
文を裏付けるものである．
2）津波の共振により局所的な副振動が発生する
地域が瀬戸内海にいくつかあり，その振動の節と
なる湾口の地点で強い流れが発生することを明ら
かにした．その地点に存在する海釡は津波による
流れで形成された可能性が高い．
3）岬型の海釡付近の潮流及び津波の最大流速は
いずれも小さい．
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Table 1． Location, depth below sea level, vertical distance from the edge to the deepest point, maximum current 
speed induced by tides, maximum current speed induced by tsunamis, and type of each caldron in the Seto 
Inland Sea.

表 1．瀬戸内海の海釡の位置，海釡の水深，海釡の深さ，潮流の最大流速，津波の最大流速，海釡の型．
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Table 1．（continued）
表 1．（続き）
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Table 1．（continued）
表 1．（続き）
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Table 1．（continued）
表 1．（続き）
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Table 1．（continued）
表 1．（続き）
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Table 1．（continued）
表 1．（続き）


